
地域で不足する外来医療機能（予防接種）の追加について  

 

 

１ 概要 

(1) 経緯 

国のガイドラインに基づき、令和２年３月に「愛知県地域保健医療計

画」の一部として「愛知県外来医療計画」（令和６年３月末見直し、現行

計画期間：令和６～８年度）を策定し、外来医療に関する情報の提供を

行うとともに、外来医療機関間での機能分化・連携の方針等を協議する

場を設置して、外来医療に係る取組を推進しているところです。 

 

 (2) 地域で不足する外来医療機能 

 ○ 外来医療計画において、ガイドラインで示す外来医療機能（初期救急

医療、在宅医療、産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療）

について、今後の需要増や担い手の不足等により不足していくことが

見込まれることから、協議の場において、地域で不足する外来医療機

能に関する検討を行うこととされています。 

  ○ また、名古屋・尾張中部医療圏（構想区域）は、外来医師偏在指標に

基づく「外来医師多数区域」として設定されており、診療所を開設する

新規開業者に対し、「外来医療機能分担申出書」の提出を求めることに

より、地域で不足する外来医療機能を担うことを求めることとされて

います。 

  ○ 名古屋・尾張中部医療圏（構想区域）のうち名古屋地域は、協議の場

（名古屋・尾張中部構想区域地域医療構想推進委員会調整部会・令和 3

年１月 15 日書面開催）での協議の結果、「初期救急医療、在宅医療、産

業医、学校医」を地域で不足する外来医療と位置づけています。 

 

 

２ 地域で不足する外来医療機能の追加 

 ○ 「愛知県地域保健医療計画」（計画期間：令和 6～11 年度）において、

新型コロナウイルス感染症対応の教訓を踏まえ、新たな事業として新興

感染症への対応に関する事項が追加されました。 

新型コロナウイルス感染症まん延時にワクチン接種の担い手不足が

生じたことから、今後の新興感染症のまん延に備えて対策を講じる必要

があります。 

 ○ また、名古屋・尾張中部医療圏（構想区域）においては、令和３年度

より診療所を開設する新規開業者を対象に「外来医療機能分担申出書」

の提出を求めていますが、地域で不足する外来医療機能である「初期救

急医療、在宅医療、産業医、学校医」について、「診療科が異なる」、「自

由診療での開業のため担うことができない」といった理由から担えない

とする新規開業者が見受けられます。 

  ＜参考＞外来医療機能分担申出書 届出状況（令和３～５年度） 

不 足 す る 

外来医療機能 

調 整 部 会 
計 

名古屋北 名古屋南 名古屋西 名古屋東 尾張中部 

初期救急医療 18 17 14 23 2 74 

在 宅 医 療 29 23 27 31 0 110 

産 業 医 27 11 14 12 2 66 

学 校 医 21 17 13 26 1 78 

担 え な い 41 9 35 11 6 102 
 

 

 

 

 

 

 

※名古屋・尾張中部構想区域地域医療構想推進委員会調整部会・令和６年７月

19 日書面開催で承認済 

資料５ 

 新興感染症への対応及び新規開業者に地域で不足する外来医療機能を担うこ

とを求めるため、名古屋・尾張中部医療圏（構想区域）のうち名古屋地域の不足

する外来医療機能に「予防接種」を追加します。 


